
令和 3年 1月 25 日

挨拶と振り返り ▶

◀ 6 グループに分かれて意見を出し合う

意見の内容を用紙にまとめる ▶

◀ グループごとにまとめを発表



　令和 2年 12 月 13 日に幸浦コミュニティ
センターにて、「袋井幸浦の丘プロジェクト
ワークショップ 2020」の第 3回が行われま
した。
　昨年度に引き続き今年度も静岡文化芸術
大学の学生が運営を務め、「将来を見据えた
防潮堤の施設整備計画」を地域の皆さんと
一緒に考えていきます！
　第 3回では「防潮堤と各施設の維持管理
方法」について話し合いました。防潮堤を
きれいに保つためには「防潮堤に関わる人
を増やす+楽しく使い守っていく」事が
大切です。そこで、まず初めに、防潮堤を
定期的に使ってくれそうな団体とその使い
方について考えていただきました。次に楽
しみながら防潮堤の維持管理について興味
を持ってもらうためイベントと維持管理を
組み合わせる方法を考えていただきまし
た。また、防風林の松の枯葉を堆肥化をし
て、野菜を栽培し地域活性化する和歌山県
の事例を参考に「防潮堤の来訪者が清掃を
してくれたら、幸浦の農産物をプレゼント
する」など維持管理に積極的に参加しても
らうための仕組みについて話し合いまし
た。

ご意見ご感想等お聞かせください。また、WSへの参加を希望される方はご連絡ください。

幸浦地域まちづくり協議会（幸浦コミュニティセンター）　ＴＥＬ/ＦＡＸ　0538-23-7205

次回ＷＳについて

第 3回ワークショップ「将来を見据えた防潮堤整備計画」

袋井市建設課維持係　　ＴＥＬ　0538-23-7205　ＦＡＸ　0538-42-3367

第 4 回ワークショップは新型コロナウイルス感染症対策と
しまして、対面での開催を取り止め幸浦コミュニティーセ
ンターに今年度のまとめを展示する形式といたします。

展示期間　令和 3年 1月 27 日（水）～令和 3年 2月 28 日（日）　　※月曜休館
　　　　　8：30 ～ 17：00
展示場所　幸浦コミュニティセンター
※会場に展示内容に関する意見書を用意しております。ワークショップ参加者以外の方もぜひご意見
ご感想をお聞かせください。

ＷＳまとめイメージＣＧ▶

▲維持管理と特典

▲防潮堤を使ってくれそうな人と使い方（イベント等）

サーファーの方 ゴミ拾いをしたら１コイン（シャワー施設の利用料）

ターゲット 維持管理と特典

企業に対して 松の一定区画の管理とネーミングライツ（命名権）

地域共通クーポンのようなもの（地元に還元される）ゴミ拾い大会参加者

清掃をしてくれたら農産物をプレゼントイベントの参加者

→

→

→

→

浅羽南小の小学生
サーフショップの方
駅伝大会参加者
ブラスバンド
ウミガメ放流会参加者
シニアクラブ
自治会・企業
地明会
ウォーキング参加者

野外総合学習（里浜の会など）
サーフィンの大会
駅伝大会
コンサート
ウミガメの放流
グラウンドゴルフの練習・大会
地引き網
運動会
ウォーキングイベント


